
インドネシアの在デンパサール日本国総領事館の柴田

和夫総領事が８日、城西病院を訪れました。多田正毅理

事長や前場文夫結城市長、臼井平八郎県議会議員ととも

に、国際交流などについて意見を交換しました。

柴田総領事は、昨年４月まで、タイの在チェンマイ日

本国総領事として、２年半にわたり、タイと日本の橋渡

し役を担ってきました。2012年、結城市とメーサイ市の

姉妹都市調印式に出席するなど、公益財団法人・茨城国

際親善厚生財団「IIFF」とも親交を重ねています。

柴田総領事は、多田理事長の案内で病院内を見学。院

内に展示しているタイなど、IIFFが進めている国際医療

支援活動など

にパネルに強

い関心を持ち、

さまざまな質

問をしていま

した。麻薬撲

滅運動として

タイ東北部で

進められてい

るドイトン開

発プロジェクトを応援する形で、院内に日本第１号店と

してオープンした「ドイトンコーヒーショップ」にも関

心を寄せて、インドネシアの「ジャコウネコのコーヒー」

を紹介し、コーヒー談義に花を咲かせました。

タイでの４回目の勤務を終えた柴田総領事は「今、約4

000人の日本人がチェンマイに滞在し、うち半数が高齢者

のロングステイです。ゆっくり過ごせるし、物価も安い。

チェンマイは少し都会的で、老後を過ごそうと思う人が

増えているようです」とタイの状況を紹介。臼井議員が

「インドネシアでも人材支援ができれば」と水を向けれ

ば、「茨城県の大学の知恵を借りて行うことはできない

のか？ 途上国の発展に役立つことによって、日本の農

業なども発展することができる」と柴田総領事がアドバ

イス。経済連携協定（ＥＰＡ）の介護士受け入れにも話

が及び、「チェンマイの高齢者の長期滞在者がもっと高

齢となれば、タイでの介護の需要も生まれるのではない

か？」との見解も示しました。

タイやインドネシアなど、多くの国との交流を主張す

る柴田総領事。「基本にあるのは人と人との交流。いろ

んなところで姉妹都市を締結しているが、調

印が終わればそのままというケースが多い。

単なる交流は続かない。農業が縁とか、民間

交流などで交流を深めれば、将来、子供たち

も交流ができる」と、地に根を張った国際交

流の在り方を示しました。

平成26年５月８日

在デンパサール日本総領事

柴田和夫氏と

柴田和夫総領事 水戸市生まれ。茨城

高校を経て横浜市立大学を卒業し、197

8年に外務省入省。94年に在タイ日本国

大使館に一等書記官として赴任し、201

0年10月に４度目のタイ勤務となる在チェ

ンマイ総領事に就任。13年４月にイン

ドネシアの在デンパサール総領事に就

任しました。

真の国際交流求めて

ドイトンコーヒーショップ日本国内1号店の前で


